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本プロジェクトでは、「学習者の発達段階に応じた読書指導のあり方J、「学習者がテーマを設定し読むべき

書籍を選定する段階における助言や指導のあり方j、および「古典作品を読書の対象と捉えさせるための条件や

指導のあり方」について検討した。特に中学段階における調べ読みでは、テーマを決定するまでに漠然と資料

を読みふける段階を重視し、教員が教え込むのではなく、生徒が自分からテーマを見つけ出す形になるよう助

言のしかたを工夫した。次のステップでは、百的に適した資料を選ぶということを、体験的に理解させること

に留意した。また、古典に親しむ態度を養うために、作品を読解することのみに腐心せず、さまざまな古典作

品を参考資料と位震づけ、古典を材料として使う、というような授業を実践した。

キーワード:読書 調べ読み 図書館 古典嫌い 学習指導要領

1 プロジェクトの基本方針

1.1 本校生徒の読書傾向

本校生徒の読書傾向について、やや古い調査になる

が、 2004年度第46回全附連高校部会金沢大会国

語分科会における本校国語科関口隆一の発表に基づい

てまとめると、以下のとおりになる。

まず、 f一ヶ月に平均何冊程度本を読んだか(雑誌を

徐く)Jとしづ質問に対して、中 1から高3を通じて11

---""2冊」と答える層が最も多く、割合も4割を超える。

10冊Jとする生徒は中2・中3で減るが、高校では

学年が上がるごとに増え、高3では2割を超える。 13

---""5冊Jは逆に学年が上がるごとに下がり、中 1で3

60/0だ、ったのが高3で16%まで溶ち込む。 16---...， 1 0 

冊J11 0冊以上jの層はほぼ一定しているが、 110 

冊以上jが高3でやや高くなっている。全体としては、

中2・中3でやや平均冊数が増え、高1で減るという

傾向が看取される。

中1中間 中2中部 中3中3%|高1高1見高2高2覧品3高3覧
[1] 0冊 81 6.7 21 1.7 41 3.3 161 10 191 13 341 22 

[2] 1-2冊 551 46 481 40 611 50 871 57 711 48 681 44 

日3]3-5冊 431 36 431 36 331 27 361 24 311 21 241 16 

[4J 6-10冊 81 6.7 181 15 91 7.4 61 3.9 171 11 91 5.9 

[5] 10時以上 41 3.3 41 3.3 91 7.4 61 3.9 71 4.7 151 9.8 

The significance and possibility of reading guidance 

次に、「本を読もうとするきっかけは何が多しゅリ(複

数回答可)との質問に対しては、「書店で見かけてjと

する回答が圧倒的に多く、生徒数を母数とした割合で

は、 6カ年を通じて66---...，80%の間にある。それを

除くと、「広告を見てJ1マスコミで取り上げられてj

とする回答が、合計で4叡から 5割である。書庄で選

ぶという回答には、当然ながら広告やマスコミで取り

上げられていることをきっかけとする者が含まれるは

ずであるが、要するに、親・友人・学校に薦められて

選ぶのではなく、主体的に本を選んでいるという意識

の表れであると考えられる。なお、「学校で薦められてj

を選ぶ者は、中2の20%をピークに、学年が上がる

についてれ減り、高3で5%にまで落ち込んでいる。

関口の調査は、以下、読書の対象としての雑誌や漫画、

あるいは読書と SSHとの関連にまで及んでいるが、

ここでは割愛する。

中1中1覧中2中2覧中3中3百高1高1覧高2高2覧高3高3覧
[1]書庖で見かけて 791 66 931 78 861 71 122 801109 731115 75 
[2]父から薦められて 171 14 141 12 17 1 14 161 10 151 10 121 7.81 
(3)母から薦められて 21 1 18 161 13 191 16 161 10 141 9.4 91 5.9 
[4 兄弟から麓められて 51 4.2 2 I 1.7 41 3.3 61 3.9 71 4.7 51 3.3 
5 友人から薦められて 11 I 9.2 251 21 191 16 161 10 20 I 13 23 I 15 
6 学校で麓められて 221 18 241 20 191 16 19 I 12 9 61 7 4.6 
7 広告を克て 341 28 301 25 291 24 44 1 29 30 I 20 391 25 
[8 マスコミで取り上げられて 201 171 261 221 231 191 341 221 271 181 271 18 
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1.2 基本方針

以上をまとめると、中 2から中 3にかけて読書への

意欲が増していることが窺え、教員による働きかけが

一応奏功していると予測されるのが、中 1から中2に

かけてであるということが浮かび上がる。

このような状況を踏まえて、今年度のフ。ロジェクト

では、以下の点に留意した。まず、中高6年間をとお

して、学習者の発達段階に応じた読書指導のあり方と

はし1かなるものであるか という視点を意識しつつ授

業をおこなった。特に中学生に対しては、単に読書冊

数を増やすというのではなく、 12年度以前のプロジ

ェクトでも留意されてきたインペンション指導の重要

性に鑑み、学習者がテーマを設定し読むべき書籍を選

定する段階において、し1かなる助言が可能であるかと

いう視点を意識した。これは、本校の中 1から中 3に

かけておこなわれる総合学習やさまざまな教科におけ

るレポート作成に捺して、テーマを設定した後の指導

に重きが置かれる傾向にある中で、テーマを設定する

までの過程に指導者がより関与する余地があるのでは

なし1かとの見通しに基づく。その際、国語科における

学習指導であるという面を重視して、指導者は、それ

ぞれの局面において何を学ばせるかとし、う具体的な指

導呂標を明確にするように努めた。また、読書指導に

おける古典の位置づけにも呂を向けた。学習者が古典

を学習の対象としてだけでなく、読書の対象と捉え、

古典に親しむようになるためには、どのような指導が

有効であるか、あるいはどのような条件が必要である

か、という観点からも検討を加えた。

2 実践報告

2.1 各実践の概要

今年度、本校国語科教員が行った主な実践概要は次

の通りである。

| 学年(教員名) I 実践テーマ

実践内容の概要

中学

中2国語(杉村) I書籍を用いた調べ学習-自主的
iな読書のきっかけ作りー

-単元 f木曽義仲の最期Jの導入として実施。 4人1

組のグ、ループ学習。 1時限目は調査・資料作り、 2'"'-'

3時限目はグループ発表。

. ~平家物語J と木曽義仲について、図書館の資料を

用いて調べ、クツレーブ。ごとにプリントにまとめる。

・生徒自身が自由に書籍に触れられるよう、あえて参

考図書などは提示せず、様々な分野の書架を歩き回っ

てみるよう指示を出した。また、必ず複数の資料を併

用すること、出典を明記することを指示した。

「本に触れて、自ら欲しい情報を得るJという目標

を設定したため、インターネットの使用は不可とした0

.多くの生徒が熱心に図書館のあちこちに本を積みあ

げ、読み較べていた。日ごろ図書館に来ない生徒や、

あまり本を読まない生徒も本に親しむ機会になったよ

うである。調査を忘れて普段の読書のようになってい

る生徒も見受けられたが、自主的な読書の萌芽ととら

え容認した。

〈資料の取り合し¥)が、ある種良い作用をもたらし

たようで、文学や歴史の書架以外からも資料を探そう

とする生徒が見られた。

・グ、ループρ発表では、同じテーマでの調査にも着限点

やまとめ方に個々の違いが出ることが浮き彫りにな

り、効果的なフィード、バックになった。

中3国語(関口) I外国小説と翻訳
定番教材『故郷』は、竹内好訳のものが教科書に掲

載されるのが通例である。これを、古い翻訳で手に入

りやすい青空文庫版(井上紅梅訳)と比較した。井上

紅梅訳は戦前の魯迅全集のもので、現在では古めかし

いものの当時としては定評のあったものと考えられ

る。

注目すべき点として、竹内訳では原文通り「溢J(チ

ャー)が用いられているのに対し、井上は「土竜(も

ぐら)Jと訳語を当てている。この点について、作品

の読解に与える影響を考えた。

現在、翻訳作品は冨語の教材として積極的に取りあ

っかわれることが少ないため、今回の試みを通して翻

訳や言葉への関心を深めてもらえていればありがたい

と思う。

両面語(千野) I 古典文学作品の演劇化
古典文学作品のある一場面を切り取り、脚本化する

過程で、原文には直接書かれていない、登場人物の表

情やしぐさ、心の動きを、現実の人間のものとしてど

のように表現しうるかを考え、実際に演じてみる、と

いう授業である。 1グループP6'"'-' 7名として、各クラ

スアグループρで作業をさせた。

古典の読解だけでなく、吉典の読書指導も兼ねる。

作品の選定は生徒自身に任せて、図書館を活用させた。

現代語訳のある全集類を図書館に集め、梗概書や小説
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の類、古典を扱った漫画も自由に読ませた。作品と演

じる場面が決まった後は、その場面の詳細な情報を収

集する作業を課す。そうした調査に基づいて、台本を

書き、 1グループ。数分程度で、演じ、互いに評価し合う。

高校

高2 (有木) I 漢詩実作と専門書入手の方法
高校2年生では漢詩の鑑賞と共に漢詩の作成を行っ

た。作詩には様々な決まり事があり、それを授業で伝

えても全てを理解するのは難しい。そこで夏休みに作

詩の課題を出し、自分で作詩のルールを学ぶ期間を与

えた。漢詩作成のためのルールが記された書物は少な

く、各漢詩連盟が作成したペーパーバックが最も有用

である。これらの書はあまり普及していないため、大

型書庖やアマゾン等では入手できない。そこで神田の

専門書j苫を廻り、「足で書物を探すj経験をさせた。

その他

王正言校(漂田) I 読書会

授業ではないが、主に高校生(希望者)を対象とし

て、英語科教諭とともに読書会をおこなった。同じ本

を読み、事前に感想、や分析などを提出させる。その資

料を参考として配布した上で、 3班に分かれて意見交

換をする。途中でメンバーを入れ替え、前の班で議論

されていたテーマについて、別のメンバーが議論を引

き継ぐという、いわゆるワールドカフェ形式を採用し

た。

2.2 まとめ

本プロジェクトで課題とするJ中高6年間における
学習者の発達段階に応じた読書指導のあり方j、「学習

者がテーマを設定し読むべき書籍を選定する段階にお

ける助言や指導のあり方j、および f古典作品を読書の

対象と捉えさせるための条件や指導のあり方j という

観点から、今年度の実践を補足する。

2.2.1 調べ学留におけるニつの段階

杉村・千野の授業に共通する点であるが、資料を探

すとしづ作業には、二つの段階が用意されている。第

一に、何を調べるかということを決めるのを目的とし

て漠然と資料に触れる段階があり、次に、調べる内容

が決まり、その自約に適した資料を探す段階がある。

二人の実践においては、特に第一の段階を通常よりも

重視しているのが特徴的であろう。千野の授業では、

作品・場面決定に至るまでに、 1人平均3"-'5冊程度

は自をとおしていたようである。その後、各自の情報

を持ち寄って、班で話し合いがもたれ、作品・場面の

決定がなされる。図書館・教室開の移動は自由とした

が、ほぼ全員が、私語もせずに黙々と本を読みふける

姿が見られた。

この段階においては、自己決定のプロセスが尊重さ

れるべきであり、何かを教え込むような指導よりも、

いわばコーチング的手法によって、生徒自身の中にあ

る漠然とした思いやイメージを、指導者が明確化した

り、焦点化したりしながら、自標の設定に導くことが

有効であろう。

また、このような調べ学習において、特に上述した

ような第一・第二の段階は、ともすれば区切りのない

一連の作業として括られてしまうことが多いが、段階

ごとに明確に学習目標を設定し、その自標ごとに持間

を区切り、指示を変えながら作業にあたらせることが

有効である。

学年が上がると、第二の段階である、目的を意識し

て適切な本を選ぶことに、指導の重心が移ってくる。

同じく中3を対象とするが、関口の授業では、竹内訳

に涼文の「獲J(チャー)が用いられているのに対し、

井上は「土竜(もぐら)Jと訳語を当てている点に注目

させ、主人公が大人になった時、動物としての「もぐ

らj を知らないとするのは常識的に見て適切ではない

と考えられることから、井上訳では原作で表そうとし

ていた主人公の思考、心情がうまく読み取れなくなる

ことを確認した。読書指導という観点では、翻訳を読

むにあたり、どの翻訳を用いるかによって解釈のかな

り重要な部分に違いが生じる可能性があることを示し、

翻訳を読み扱う際の基本的なリテラシーを学ばせた。

特に、翻訳を基礎資料として発表などで用いる際は、

どの翻訳を用いるかによって、一つの立場を表明して

いることになることにも意識を向けさせた。

千野の授業では、岩波日本古典文学大系、同新日本

古典文学大系、新潮日本古典集成、小学館日本古典文

学全集、同新編日本古典文学全集、同完訳日本の古典、

講談社学術文庫、角川ソフィア文庫、同ビギナーズク

ラシックス、岩波文庫などの全集・注釈書の類と、古

典を小説化したものや梗概書・入門書の類、さらに、

古典を扱った漫画を多数用意し、最初にそれぞれ用途

が異なることを認識させた。演じる作品を決定した後

は、全集や注釈書を積極的に活用して、複数の資料が

同一笛所をどのように解釈しているかを詳細に比較し、

違いを見つけるように指示した。
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有木の授業は、関心の高い学習者向けであり、専門

性の高い内容である。漢詩実作自体は、しばしば授業

のテーマとして取り上げられることであり、それを全

生徒共通の目標として掲げつつ、さらに、意欲の高い

者に対して、より専門的な課題を与えた形になる。基

礎資料とも言えるものが、ときに専門の古書府によら

なければ入手できないということを、経験的に理解さ

せることを自擦とした実践である。今回はフォローす

ることができなかったが、神田や早稲田の古書庄街や、

東京古書会館における古書即売震などに生徒を民率す

ることも、意欲のある中・高校生には有意義であろう。

津田の読書会は、希望者を対象としたものであり、

授業ではないが、昨年度から継続的に実施され好評を

博している。同じ本を読んで感想、を共有したり、意見

を交換したりするといった、読書会ならではの楽しさ

があり、多くの生徒が自発的かっ意欲を持って参加し

ている。人数が多くなっても対応が可能な、ワールド

カフェ形式を採用しているが、その運営に本校卒業生

が協力している点に特徴がある。クラスや学年の枠を

越えるというだけでなく、大学生であるOBがそこに

加わることによって、教員ではない大人の視点に触れ

ることができる。これは生徒にとって非常に刺激的な

経験であり、読書会を活気づかせる仕組みである。光

文社古典新訳文庫のサイトにも紹介されているので、

詳細はそちらを参照していただきたい。

(Wすばらしい新世界』を読もう!筑波大附属駒場高

校「ぶらり読書会J見学レポート《読書会の進め方編》

http://www.kotensinyaku.jp/archives/2013/08/0062 

69.html 

同《議論編》

http://wmv.kotensinyaku. jp/archives/2013/08/0062 

70. html ) 

2.2.2 古典作品を中高生の読書の対象とするために

先の学習指導要領改訂の基本方針として、中央教育

審議会の答申で「生涯にわたって古典に親しむ態度j

の育成が教育現場に求められた。古典が、学習の対象

としてだけではなく、生涯にわたって親しむ対象とな

るためには、中等教育における古典の授業のあり方が、

本格的に見直されなければならないと思われる。とい

うのも、国立教育政策研究所教育課程研究センターが

実施した平成十七年度高等学校教育課程実施状況調査

によれば、古文・漢文を好きではない生徒の割合は7

0%を超えており、英語や数学が好きではない生徒の

割合を大幅に上回っている。国語教育の現場を担う者

としては、こうした状況に手をこまねいているわけに

はいかず、古典に親しむ態度の育成を喫緊の課題と捉

えている。

このような問題意識から、本プロジェクトでは、読

書指導の文脈の中に古典をし1かに位置づけることがで

きるかとしづ問題にも取り組んだ、。古典を原文のまま

で、中高生の読書の対象にすることは無理があると予

測されるため、佳促たる思いがないわけで、はないが本

校図書館に古典を扱う漫画を大量に配架してもらった。

まだ数値化するに至っていないが、貸し出しはかなり

多いようであり、本校図書館司書によれば、貸し出し

た漫画が戻ってこないことが「嬉しい頭痛の種Jであ

るとのことである。特に中学生の貸し出しが多いらし

い。また、書籍についても貸し出しが一定数あり、特

に、新潮日本古典集成と角川ソフィア文庫の貸し出し

が好調であるとのことである。角川ソフィア文庫は言

うまでもなく文庫本であり、新潮自本古典集成は全集

でありながらハードカバーの単行本と同じサイズで、

携帯に便利であることが、貸し出しが多い理由なので

はなし1かと推量される。生徒は必ずしも漫画のような

気楽なものばかりを追求しているわけではないようで

ある。

千野の授業では、中学においては古典を読解するこ

とのみを目的とせず、むしろ、読解とは別の呂標を掲

げて、それを達成する過程で古典を材料として用いる、

という形をとるように工夫している。古典の一場面を

演劇化するということを試みたのは、そうした意図に

よる。対象となった中 3生徒は、昨年度も「詠史句を

作るj とし1う課題で、読解以外を目的として古典を資

料として用いる学習を経験しており、今回で2度目と

なる。古典や歴史を客観的・術敵的に捉えるのではな

く、その場に遭遇している登場人物の視点から古典の

中で起こっている事態を見つめ、句に詠んで、解説を

加えるとしづ課題である。生徒(当時中 2)の作品を

以下に2点紹介したい。

そこ抜けた五右衛門風呂に夏の虫

解説 『東海道中膝栗毛Jに拠る。旅に出た弥次と北
八は道中さまざまな問題を引き起こしてし1く。その二

人が酒匂)11を渡り小田原の宿へとやってきた際、五右

衛門風呂の入り方を知らず、誤って下駄をはいて入っ

てしまったため、底を踏み抜き弁償することとなった。

このように入り方を知らず、自らに災いをもたらした

二人を「飛んで火に入る夏の虫jに喰えた。
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草刈の手より蕗ちゆく美人草

解説謡曲「項羽jに拠る。(中略)妃の虞氏は孤独に

耐えきれず、項羽を求め高楼から身を投げ落ちゆく。

この虞氏の葬られた塚からひなげしの花が咲いたとい

う。時は変わる。向じく烏江にて小萩原から秋には少

ないひなげしなど様々な花を草刈の男がとる。帰りに

いつもはとられない船賃をとられるが、その船賃は一

本の花でいいとし1う。求められた花はひなげしであり、

実は船頭は項羽の扮した姿で、あった。草メIjの手によっ

て、持を超え求めあっていた二人が結ぼれた。が、そ

れは美人草で、あって虞氏には届かない。項羽を求め身

を投げた虞氏の気持ちは{夢く散りゆくのであろうか。

(*字数の都合上、途中を略した)

この2作品を紹介したのは、匂の巧みさもあるが、

おそらく通常の古典の授業では中高を通じてめったに

扱われない『東海道中膝栗毛Jと謡曲を取り上げてお
り、このことが古典学習において今まで見過ごされて

きた重要な問題を示唆しているかに思われるからであ

る。一つは、江戸時代の、笑いを主銀とした戯作が中

等教育からほぼ完全に抜け落ちてしまっているという

問題である。むろん、江戸の戯作は地口を含んでいた

り、知識階級を対象とした難解な沼落を含んでいたり

で、扱いにくいこともあるが、古典に殺しむという目

的に照らして、古典を庶民レベルで最も享受したであ

ろう、この時期の人々とその作品に自を向けないのは、

非常にもったいないと言える。江戸の戯作は教員の工

夫次第で、「古典に親しむjという自標の達成に非常に

有効であると考える。

そして、謡曲であるが、高校の教科書教材として『風

姿花伝』は採られるにしても、謡曲のテキストをその

まま教材とすることは、教科書以外の自主教材で、あつ

でもあまり関かない。しかしながら、謡曲ほど江戸時

代の人々に愛好され親しまれた(古典〉はないとさえ

言えるのであり、古典について語る上で謡曲に言及し

ないということは、古典の時代の常識に照らせば考え

られないことと言えよう。古典の世界では、謡曲に限

らず様々な(古典〉がまぎれもなく親しむべき対象と

して存在してきた。古典の中に見出されるく古典〉享

受のありょうは、現代において育成を期待される古典

に親しむ態度のモデ、ルとしてもっと見直されてよい。

このように見てくると、中等教育における古典学習

では、かならずしも正確な読解にのみ力を注ぐのでは

なく、気軽に古典の本を手にとって、楽しむことがで

きるような環境を整えることがまずは強く意識されね

ばならないだろう。残念ながら古典は、たとえばブッ

クトーク・読書会・ピブリオバトノレといった読書に関

する様々な実践の文脈からほとんど疎外されているの

が現状である。こうした状況を打開するためには、古

典を難解なイメージから解放しなければならず、その

一つの方法として、古典を中高生の読書の対象とする

ような実践が意味を持つのである。

一方で、学習者が古典の原文を独力で読み、かっ楽

しめる書籍が増えることも待たれる。また、高大だけ

でなく中学と大学との連携をもはかり、自然科学分野

におけるインタープリターのような人材を、古典研究

の分野において養成することも有効であろう。古典研

究における最先端の刺激的な成果を、教育の場におい

て積極的に活用することが、古典嫌いを減らす上で有

効であると考える。

2.2.3 今後の課題

発達段階に応じた読書指導のあり方という問題につ

いて、今年度のプロジェクトでは、高校での実践例が

不足している。ただしこれは、高学年になるにつれて、

読書指導が情報処理技能の指導や論理的に思考する訓

練の中に吸収されてしまうからであり、実践がないわ

けではない。言い換えれば、読書指導としづ語義の定

義を媛味にしたままに、プロジェクトを進めてきてし

まったとしづ反省がある。情報処理技能や論理的に思

考する技能の習得については、 SSHの一環として本

プロジェクトとは別に取り組みがなされており、それ

らと重ならないようにテーマをより娘定するべきであ

った。

また、古典に親しむ態度の育成という呂的がどの程

度達成されたかということについて、客観的な数字を

提示することができなかった。漫画だけでなく、本格

的な全集も貸し出しが増えているとの報告を図書館司

書からいただいたが、どの学年でどの程度貸し出しが

増えているのかなど、詳細なデータを提示できなかっ

た。これらについては、別稿を期したい。
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